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脅住民基本台帳登録数 前月比
　男 93,057人 52人増
　女 95,500人 66人増
　計 188,557人 118人増
世帯数 87,976世帯 142世帯増

人口と世帯数平成27年11月1日現在

　１１月８日（日）、外国人の方に日本の伝統文化に触れてもら
うため、「着物で茶道体験イン平櫛田中彫刻美術館」が開催さ
れました。中国やマレーシア、ロシア、オーストリアなどさ
まざまな国から２５人の方が参加しました。
　参加者の皆さんは、一つ一つの作法の意味や茶器の絵柄の
説明に、熱心に耳を傾けていました。
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晩
秋
の
小
平
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
と

収
穫
祭

晩
秋
の
小
平
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
と

収
穫
祭

美
し
い
日
本
の
歩
き
た
く
な
る
み
ち
５
０
０
選　

認
証
コ
ー
ス

I
I

I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I

着物と茶道着物と茶道でで
エンジョイ ジャパエンジョイ　ジャパンン

　

小
平
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
も
秋
に
彩
ら

れ
、
落
ち
着
き
の
あ
る
風
景
を
見
せ
て
い

ま
す
。
季
節
の
変
化
を
感
じ
な
が
ら
、
の

ん
び
り
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ゴ
ー
ル
の
中
央
公
園
で
は
、
小
平
産
野

菜
を
始
め
、
新
鮮
な
秋
の
実
り
の
直
売
な

ど
を
行
う
収
穫
祭
を
開
催
し
ま
す
。

 
と　

き　
　

月　

日
（
月
・
祝
）　

雨
天

１１

２３

決
行 小

平
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド

ウ

ォ

ー

ク
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受　

付　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

あ
じ

３０

１１

さ
い
公
園
（
西
武
線
小
平
駅
徒
歩
約
５

分
）

※
受
付
後
、
随
時
ス
タ
ー
ト
。

コ
ー
ス　

あ
じ
さ
い
公
園
們
狭
山
・
境
緑

道
們
都
立
小
金
井
公
園
們
玉
川
上
水
緑
道

們
中
央
公
園　

約　

㌔
㍍
、
２
時
間　

分

１０

３０

程
度

※
ゴ
ー
ル
受
付
は
午
後
３
時
ま
で
。

費　

用　

無
料

申
込
み　

当
日
、
受
付
へ

 
と　

き　
　

月　

日
（
月
・
祝
）　

午
前

１１

２３

　

時
〜
午
後
３
時

１０と
こ
ろ　

中
央
公
園

内　

容　

小
平
産
野
菜
の
直
売
、
模
擬
店

ほ
か

主　

催　

小
平
市
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
推
進

協
議
会
、
西
武
鉄
道
叙
、
小
平
市

協　

力　
　

東
京
む
さ
し
小
平
地
区
青
壮

JA

年
部
、
小
平
市
観
光
農
業
協
会
、
小
平
商

工
会

問
合
せ　

小
平
市
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
推
進

収

穫

祭

-

/
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協
議
会
事
務
局
（
産
業
振
興
課
内
）
緯　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
８
１

 　

昭
和　

年
の
国
際
連
合
総
会
で
採
択
さ

２３

れ
た
世
界
人
権
宣
言
の
意
義
と
人
権
尊
重

思
想
に
つ
い
て
、
正
し
い
理
解
と
認
識
を

深
め
ま
し
ょ
う
。

▽
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

▽
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

▽
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

▽
障
が
い
の
あ
る
人
の
自
立
と
社
会
参
加

を
進
め
よ
う

第第　

回回
６７６７

月
４

　

月
４
日日（（
金金
））〜〜

日

　

日（（
木木
））

１２１２

１０１０

人
権
週

人
権
週
間間

▽
同
和
問
題
に
関
す
る
偏
見
や
差
別
を
な

く
そ
う

▽
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め

よ
う

▽
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

▽
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等

に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

▽
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏

見
や
差
別
を
な
く
そ
う

▽
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配

慮
し
よ
う

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵

害
を
な
く
そ
う

▽
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に

対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

▽
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を

な
く
そ
う

▽
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差
別

を
な
く
そ
う

▽
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
偏
見
や

差
別
を
な
く
そ
う

▽
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

▽
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
偏
見
や
差

別
を
な
く
そ
う

※　

月
７
日
（
月
）
か
ら　

日
（
金
）
の

１２

１１

正
午
ま
で
の
間
、
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
で

今
年
度
の
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

の
入
選
作
品
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

問
合
せ　

市
民
相
談
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
０
８

 　

市
で
は
、
日
常
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ

と
や
、
い
じ
め
、
体
罰
な
ど
人
権
上
の
問

題
に
つ
い
て
、
毎
月
第
３
金
曜
日
（
原
則
）

の
午
後
１
時　

分
か
ら
４
時
ま
で
、
人
権

３０

擁
護
委
員
（
法
務
大
臣
委
嘱
）
に
よ
る
人

権
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

人

権

相

人

権

相

談談
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怯
人
権
擁
護
委
員

▽
西
角
昭
さ
ん　

中
島
町

▽
醍
醐
保
江
さ
ん　

花
小
金
井
南
町

▽
石
川
貞
子
さ
ん　

小
川
町

▽
長
谷
川
正
孝
さ
ん　

学
園
西
町

▽
日
高
洋
子
さ
ん　

美
園
町

▽
笠
原
ノ
リ
子
さ
ん　

小
川
町

問
合
せ　

市
民
相
談
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
０
８

 　

差
別
や
虐
待
な
ど
の
人
権
問
題
や
日
常

生
活
上
の
法
律
問
題
に
つ
い
て
、
弁
護
士

が
夜
間
に
電
話
で
法
律
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。
個
人
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
木
）　

午
後
５
時

１２

１０

〜
８
時
（
相
談
時
間
は　

分
程
度
）

１０

費　

用　

無
料

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

緯　

（
５
８
０
８
）
０

０３

９
０
６
・
０
９
０
７

問
合
せ　

東
京
都
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
緯

　

（
３
８
７
１
）
０
２
１
２

０３
夜
間
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

夜
間
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ンン
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怯
障
が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人
が
お
互
い

に
尊
重
し
支
え
合
う
共
生
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て

　

障
害
者
週
間
は
、
国
民
が
広
く
障
が
い

者
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、
障
が
い
者
が
あ
ら
ゆ
る
分

野
の
社
会
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
意

欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
障
害

者
基
本
法
に
定
め
ら
れ
た
期
間
で
す
。

　

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も

が
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
、
支
え
合
う
社

会
の
実
現
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
る
機

会
に
し
ま
し
ょ
う
。

怯
第　

回
障
が
い
者
作
品
展

４１

日　

程　

▽　

月
１
日（
火
）〜
４
日（
金
）

１２

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

市
役
所

３０

１
階
ロ
ビ
ー

▽　

月
２
日
（
水
）
〜
６
日
（
日
）　

午

１２
前　

時
〜
午
後
４
時
（
６
日
は
午
後
１
時

１０
ま
で
）　

中
央
公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

費　

用　

無
料

問
合
せ　

障
が
い
者
支
援
課
緯　

（
３
４

０４２

６
）
９
５
４
０
、
俊　

（
３
４
６
）
９
５

０４２

４
１

 　

ク
ッ
キ
ー
や
パ
ン
、
縫
製
品
、
革
製
品

な
ど
豊
富
に
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
月
）
〜　

月
４
日

１１

３０

１２

（
金
）　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

と
こ
ろ　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

問
合
せ　

障
が
い
者
支
援
課
緯　

（
３
４

０４２

６
）
９
５
４
２

障
が
い
者
施
設
な
ど
の

製

品

を

販

売

　

障
害
者
週
間
に
ち
な
み
、
市
民
の
多
彩

な
音
楽
活
動
を
結
集
し
て
開
催
し
ま
す
。

障
が
い
の
有
無
、
音
楽
の
ジ
ャ
ン
ル
や
世

代
を
超
え
て
人
々
が
つ
な
が
る
、
心
温
ま

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

※
手
話
通
訳
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

と　

き　
　

月
５
日
（
土
）

１２

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

怯
第
一
部
（
午
前　

時
〜　

時　

分
）

１０

１１

３０

▽
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ　

ソ
ウ
ル　

レ
ビ
ュ
ー

出　

演　

つ
の
だ
☆
と
お
る
さ
ん
ほ
か

主　

催　

小
平
市
教
育
委
員
会

怯
第
二
部（
午
前　

時　

分
〜
午
後
７
時
）

１１

４５

出　

演　

セ
ル
ビ
ア
日
本
音
楽
交
流
推
進

の
会
、
モ
ン
ロ
ー
（
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
）、
小

平
車
椅
子
ダ
ン
ス
の
会
、
加
藤
雅
さ
ん

（
一
輪
車
ギ
タ
ー
）
ほ
か　

全　

組
７２

内　

容　

ロ
ッ
ク
、
ジ
ャ
ズ
、
合
唱
、
ダ

ン
ス
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
大
道
芸
ほ
か

主　

催　

み
ん
な
で
つ
く
る
音
楽
祭
イ
ン

小
平
実
行
委
員
会

問
合
せ　

中
央
公
民
館
緯　

（
３
４
１
）

０４２

０
８
６
１
、
実
行
委
員
会
死kodairao

ngakusai@
gm
ail.com

収穫祭の様子

第１回の様子

年末年始の
ごみ・資源の収集
　年内は12月29日（火）ま
で通常どおり収集します。
　年始は平成28年１月４日
（月）から開始します。
　詳しくは、市報12月５日
号（予定）または小平市ホー
ムページをご覧ください。
問合せ　資源循環課
　　　　緯042（346）9535

障
害
者
週
間

　

月
３
日
（
木
）

１２
　
　
　

〜
９
日
（
水
）

み
ん
な
で
つ
く
る

音
楽
祭
イ
ン
小
平

第
２
回

♬


